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議 事 録 

会議名 平成２７年度 第２回 福岡市地域公共交通会議 

日時 平成２７年 ９月２９日（火）１０時００分～１０時５０分 

会場 福岡市赤煉瓦文化館 第３会議室 

議事概要  

発言者 発言要旨 
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●平成２７年度第２回福岡市地域公共交通会議を開会する。 
 
＜会長挨拶＞ 
 
＜委員紹介＞ 
 
●福岡市情報公開条例に基づき、会議は原則公開としており、傍聴を受け付けて

いる。 
●議事録は、後日、福岡市のホームページに掲載する。 
●委員７名にご出席いただいており，福岡市地域公共交通会議規則第６条第３項

に基づき，本会議は成立した。 
●議事の進行については、福岡市地域公共交通会議規則第６条第２項に基づき、

会長にお願いする。 
 
報告１ 書面開催結果について 
   （今宿姪浜線における１日フリー乗車券の販売期間延長） 
＜説明＞ 報告１ 
 
報告２ 公共交通不便地対策（地域主体の生活交通確保支援制度）の見直し 
    について 
＜説明＞ 報告２ 
（意見なし） 
 
議題１ 西区橋本地区におけるバス試行運行について 
＜説明＞ 議題１  
 
○今回の試行運行における目標利用者数は１日１００名とのことだが，前回の試

行運行の利用実績と同程度の目標値となっている。この目標値で運行継続でき

るのか。 
 
●今回交通事業者をタクシー事業者へ変更したことにより経費の低減が見込め

るため，利用者数は前回並みを目標としている。また，今回ルートを見直して
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いるため，新規の需要も掘り起こせるのではないかと考えている。 
 
○今回運行する交通事業者を前回のバス事業者からタクシー事業者に変更する

ことについて，当該地域に運行するタクシー事業者に説明するべきではない

か。今回の試行運行によって，タクシー事業者にもそれなりの影響があると思

われる。 
 
●タクシー協会にも相談させていただきながら，対応を検討したい。 
 
○抜本的な改善策も必要と思う。高齢者の身になり，ドアからドアまでの移動を

考慮した公共交通体系についても研究していただきたい。 
 
●市としては，高齢者の移動支援の在り方は大きなテーマである。このテーマに

ついては，保健福祉局が担当であり，研究している。 
 
○移動を単に交通問題と捉えると，その中から脱却できない。バスについても，

現在乗務員がどんどん減っており，どこまでのサービスを提供すべきかを含め

て考えるべきである。 
 
○福祉輸送と公共交通を分けて考えたほうがいいと思う。特別なドアツードアの

移動支援が必要な人へのための福祉輸送についても考えるべきである。 
 
○利用する側からいえば，近くにバス停があれば利用するだろう。 
 
 
○目標人員 100 人というのは補助金を投入する上で適正なのか。 
 
 
●この橋本地区については，公共交通不便地ではないので，補助金は入れない。 
 なお，橋本では，住民以外にも，病院関係者や商業施設も協力して取り組まれ

ようとしている。 
 
（その他意見なし） 
 
議題２ 東区美和台地区におけるバス試行運行について 
＜説明＞ 議題２  
 
○６か月間から最長１年間補助金を拠出するとのことだが，それでも採算が取れ

なかった場合は，運行をやめるのか。 
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●運行継続の判断については，地元と協議の上，最終的には交通事業者が行うこ

ととなる。 
○過去２回とも運行が継続していないことから，抜本的な対策も必要ではないか

と思う。１時間１本の運行頻度で利用者が使いやすいのかという点もある。 
 
●これまで２回の利用実態を確認し，朝夕の便を減らす，土日は運休するなど，

利用者がいる時間帯に運行する形態としている。今回は目標人員も１日２００

名弱と前回よりも小規模になっている。 
 
○西鉄は採算をとる路線と，地区の住民へサービスする路線を区分けして考える

べきと思う。このような課題を持つ地域は美和台だけではなく，あらゆるとこ

ろに出てくるだろうし，毎回毎回行政が補助金を出してしまうと，きりがない。 
 
○今後は，公共交通を利用する一般の利用者と，福祉タクシーなど乗車に援助が

必要な方とのすみわけも必要と思う。 
 
●高齢者の移動支援をどうするかは，移動支援検討の中で議論したい。 
 
○このバスは誰でも乗れるのか。 
 
○誰でも乗ることができる。学生の方は議題１の橋本，議題２の美和台ともに，

エコルカードが使用可能である。 
 
（その他意見なし） 
 
●それでは福岡市地域公共交通会議として議題１および議題２について了承し

てよろしいか。 
 
○了承した。 
 
 
●以上で報告については終了し，進行を事務局にお返しする。 
 
 
●次回の開催時期は現時点で未定であり，決まり次第ご案内する。 
 
●今回の会議は以上で閉会する。 
 


